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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル繊維もしくはナイロン繊維からなる基布の、基布表面にポリプロピレンか
らなるキノコ型の係合素子を有する雄面ファスナー材において、
　該係合素子のモノフィラメント密度が４５－７０本／ｃｍ２存在し、
　リンおよび臭素を構造中に含有する難燃剤を単独で固着させ、
　該雄面ファスナー材の　ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ａ法による試験で　縦及び横方向の伸び
率が１５－５０％で、かつバイアス方向の伸び率が３０－６０％であることを特徴とする
雄面ファスナー材。
【請求項２】
　鉄道に関する技術上の基準を定める省令（第８３条第３項）による難燃性の評価結果が
、難燃性　であり、かつＦＭＶＳＳ＃３０２法による燃焼性試験において標線（３８ｍｍ
）に達するまでに消火することを特徴とする請求項１記載の雄面ファスナー材。
【請求項３】
　請求項２記載の雄面ファスナー材を製造する方法であって、係合素子部を支持する基布
／基布を連結するモノフィラメント／係合素子部を支持する基布、からなる形態から、基
布を連結するモノフィラメント部分をカットして、モノフィラメント部分を加熱溶融する
ことによりキノコ型係合素子を形成させ、リン及び臭素を構造中に含有する難燃剤を単独
で雄面ファスナー材料に含浸し、８０－１００℃で加熱乾燥させることにより固着させる
ことを特徴とする製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、難燃性が必要とされる雄面ファスナー材に関するもので、その中でもキノコ
型面ファスナー材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、雄面ファスナー材は各種生地や不織布などとの接着に使用されているが、自
動車や電車などの車両用、各種シート状物の係合など産業用途への利用が広まるにつれて
、材料自体への難燃性が必要となっている。
【０００３】
　難燃性を保持する方法として、臭素を含むポリウレタン樹脂水溶液と硬化剤とリン系難
燃剤とからなる難燃塗料を使用する方策が知られている。この方法では樹脂を使用するこ
とによりファスナー材への接着性は保持できるものの、難燃性の点では不十分であった（
特許文献１）。
【０００４】
　また、使用する面ファスナー材自体に難燃性を有するポリアミド繊維を使用することも
提案されているが、小ロットで多品種にわたる要求にこたえるためには製造上問題がある
（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２３８６２１号
【特許文献２】特開２００６－３０５０３１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述の問題点に鑑み、難燃性に優れたキノコ型の雄面ファスナー材を提供す
ることを目的としている。本発明者らは課題を解決するために鋭意研究した結果、優れた
発明となることを見出した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
この課題を解決するために、
１．請求項１では、ポリエステル繊維もしくはナイロン繊維からなる基布の、基布表面に
ポリプロピレンからなるキノコ型の係合素子を有する雄面ファスナー材において、該係合
素子のモノフィラメント密度が４５－７０本／ｃｍ２存在し、リンおよび臭素を構造中に
含有する難燃剤を単独で固着させ、該雄面ファスナー材の　ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ａ法に
よる試験で　縦及び横方向の伸び率が１５－５０％で、かつバイアス方向の伸び率が３０
－６０％であることを特徴とする雄面ファスナー材であることを特徴としている。
２．請求項２では、鉄道に関する技術上の基準を定める省令（第８３条第３項）による難
燃性の評価結果が、難燃性　であり、かつＦＭＶＳＳ＃３０２法による燃焼性試験におい
て標線（３８ｍｍ）に達するまでに消火することを特徴としている。
３．請求項３では、請求項２の雄面ファスナー材の製造方法であることを特徴としている
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る雄面ファスナー材は、リン及び臭素を構造中に含有する難燃剤を使用し、
基材をポリエステル繊維もしくはナイロン繊維とし、係合素子がポリプロピレンからなる
キノコ型係合素子とし、鉄道に関する技術上の基準を定める省令（第８３条第３項）での
難燃性及びＦＭＶＳＳ＃３０２法による燃焼性試験において標線（３８ｍｍ）に達するま
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でに消火する基準を満足することにより、鉄道や自動車などの車両内部での座席や内装材
料や再利用が必要とされる産業用など雄面ファスナー材による係合を必要とされる部分お
いて優れた係合性を保持することができる。
【０００９】
　また、ＪＩＳ　Ｌ１０９６　Ａ法による試験で　縦及び横方向の伸び率が１５－５０％
で　、かつバイアス方向の伸び率を３０－６０％とすることにより、雄面ファスナー材単
独での、曲面形状を有するフェルトや不織布や織編物などの係合する相手材（被係合体）
への係合や、雄面ファスナー材の基布部分を織編物等の表皮材と接着して曲面形状を有す
るフェルトや不織布や織編物などの被係合体に係合するにあたって、優れた表皮材や被係
合体への追随性を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施形態における雄面ファスナー材は、基布とキノコ型の係合素子とからなり
、それぞれの詳細について以下に説明する。
【００１１】
　使用する基布の素材としては、ポリエステル繊維、ポリアミド繊維、ポリオレフィン繊
維など各種繊維を使用することができる。その中でも、基布自体の強度が保持できる点で
はポリエステル繊維の使用が好ましい。また、基布及び係合素子を同色に染色して使用す
る場合には、染色のしやすさの点でポリアミド繊維が好ましい。ポリアミド繊維の中でも
ナイロン繊維を使用すると、特にポリプロピレンのモノフィラメントからなる係合素子と
同じ温度で染色ができるためより好ましい。
【００１２】
　基布としては、一般に使用される織編物を使用することができるが、係合素子部分が係
合する相手材料（被係合体）との間でしっかり固定されかつ、湾曲した形状であってもし
っかりフィットして係合できるようにするために、ある程度の伸縮性を有する織編物の使
用が好ましく、雄面ファスナー材として縦横及びバイアス方向に優れた伸びを保持させる
ような織編物を使用することがより好ましい。
【００１３】
　係合素子の形状としては、キノコ型やループ型やカギ型などが想定されるが、例えば車
両用の座席や自動車の内装材などのように係合の強度が必要かつ長時間にわたってその強
度や係合状態を保持させるためには、被係合体との係合強度や係合強度の保持性などから
、キノコ型が優れる。使用材料としては、ポリエステル繊維、ポリアミド繊維、ポリオレ
フィン繊維など各種繊維からなるモノフィラメントを使用することができる。この中でも
ポリプロピレンからなるモノフィラメントが、比較的低温でのキノコ型の形状作成が容易
であり、加工性に優れる上に強度が優れるため係合後剥がれ等が発生しにくく被係合体と
の間の伸びへの追随性にも優れ、形状の保持性を有するため好ましい。
【００１４】
　２枚の基布を連結する糸にモノフィラメントを使用し、基布を１枚に分離するさいにモ
ノフィラメント部分を切断することにより、モノフィラメントを含む基布を作成する。こ
の基布のモノフィラメントの先端部分をガスバーナーによる直火や赤外線などにより加熱
して溶融させキノコ型モノフィラメントを含む雄面ファスナー材を作成する。
【００１５】
　難燃剤としては三酸化アンチモンなどの無機系や、ハロゲン系やリン系やそれらを併合
した有機系の難燃剤を使用する事が考えられるが、有機系の難燃剤使用が好ましく、その
中でもリンと臭素との同一の構造内に含む化合物の使用は、難燃性の効果に優れる点で好
ましい。
【００１６】
　難燃剤の加工については、リン及び臭素を含有する化合物にポリウレタン樹脂やポリエ
ステル樹脂やアクリル樹脂などの樹脂成分を混合もしくは、共重合等を行ない塗料化して
使用することや硬化剤を添加して樹脂と架橋させる方法も考えられる。樹脂成分が多くな
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ると難燃性に低下がみられるとともに、難燃剤と樹脂成分との配合を行う必要があるなど
作業時間を要するなどの問題があり、さらに、係合素子がポリプロピレンの場合は、耐熱
性の点から高温での加熱や架橋を行うことに問題があり、難燃剤単独での使用が好ましい
。
【００１７】
　難燃剤としてはリン及び臭素を構造中に含む化合物を単独で使用する。ポリウレタン等
の樹脂を混合させると、基布に樹脂との混合液が浸透して基布表面や内部で皮膜化して基
布の動きを妨げるため雄面ファスナー材の伸び率が低下し、曲面を有する材料への雄面フ
ァスナー材の使用に支障をきたす。
【００１８】
　難燃剤は、エマルジョンもしくは水性塗料とし、基布と係合素子からなる雄面ファスナ
ー材に含浸後、８０－１００℃で乾燥させ作成する。８０℃より低くなると乾燥時間が長
くなると共に、難燃剤の基布や係合素子への固着が不十分となり難燃剤脱落の問題があり
、１００℃より高くなると、特にポリプロピレン係合素子ではポリプロピレンが溶融して
キノコ型の形状を保持することが難しくなり係合強度の低下などの問題を生じる。
【００１９】
　基布にモノフィラメントを配した雄面ファスナー材の伸び率は、縦及び横方向の伸び率
が１５－５０％で、バイアス方向の伸び率が３０－６０％であることが好ましい。雄面フ
ァスナー材の係合素子側を被係合体と係合させるとき、被係合体の凸部の曲面部分では雄
面ファスナー材を伸ばすようにして係合させないと雄面ファスナー材にシワが発生する。
縦横の伸び率が１５％より小さくかつ、バイアス方向の伸び率が３０％より小さいと、シ
ワの発生により外観が悪くなり、シワによりその部分から係合の浮きが発生して、外観不
良ばかりでなく、シワ部分が他の材料とこすれるなどして表面強度の低下や剥がれの問題
が発生する。一方、縦横の伸び率が５０％より大きくかつ、バイアス方向の伸び率が６０
％より大きいと、被係合体に係合させるときに、係合させるのに十分な伸びがあるため、
必要以上に伸ばしながら被係合体と係合させることになり、係合後に放置しておくと雄面
ファスナー材の係合素子が被係合体との間で係合後の収縮に耐えきれず、収縮による雄面
ファスナー材と被係合体間とのずれによる外観不良などの問題が発生する。
【００２０】
　係合素子としては基布の単位面積あたり４５－７０本／ｃｍ２存在することが好ましく
、５０－６０本／ｃｍ２存在することがより好ましい。４５本／ｃｍ２より少ないと被係
合体との間で剥がれが発生しやすくなり、特に曲面部分を有する被係合体に対しては顕著
に剥がれが発生しやすくなる。一方、７０本／ｃｍ２より多くなると風合が固くなり、雄
面ファスナー材としての伸び率が不十分となり被係合体への追随がしにくくなると共に、
生産性や生産コストに問題が生じる。
【００２１】
　本発明により、雄面ファスナー材単独で優れた難燃性や被係合体に対する係合性能を得
ることができるが、実際の使用にあたっては表皮材／接着剤層／雄面ファスナー材／被係
合体の構成で面ファスナー材を使用した製品となることが多い。そのため表皮材や接着剤
層にも難燃剤を添加することにより、構成体として優れた難燃効果が期待できる。さらに
難燃剤としても本発明のリンおよび臭素を含有する難燃剤ばかりでなく、リンを主体とし
た難燃剤をはじめ、より環境に配慮した難燃剤の利用も可能である。
【００２２】
　以下、本発明を実施例により更に詳細に説明するが、本発明が以下の実施態様のみに限
定されるものではない。
【実施例１】
【００２３】
　＜参考例＞
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのポ
リエステルを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのナイロンによる係合素子を有
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する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度５６本／ｃｍ２）し、ビゴール
Ｎｏ．５２０（大京化学（株）社製、固形分４５％）２５部と水７５部の水溶液を作成し
、含浸後１２０℃で２分乾燥し固形分付着量１８．２ｇ／ｍ２の雄面ファスナー材を得た
。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向４０％横方向４０％バイアス方向５０％であっ
た。
【実施例２】
【００２４】
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのポ
リエステルを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素
子を有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度５６本／ｃｍ２）し、フ
ランＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）２５部と水７５部の水溶液を
作成し、含浸後１００℃で２分乾燥し固形分付着量１８．５ｇ／ｍ２の雄面ファスナー材
を得た。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向４０％横方向４０％バイアス方向５０％
であった。
【実施例３】
【００２５】
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのナ
イロンを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素子を
有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度　５０本／ｃｍ２）し、フラ
ンＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）２０部と水８０部の水溶液を作
成し、含浸後９０℃で２分乾燥し固形分付着量１５．５ｇ／ｍ２の雄面ファスナー材を得
た。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向４５％横方向４３％バイアス方向５２％であ
った。
【００２６】
＜比較例１＞
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのナ
イロンを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素子を
有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度　５６本／ｃｍ２）し、フラ
ンＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）３０重量部　、ボンディック（
登録商標）１６１２ＮＳ（ＤＩＣ社製ポリウレタン樹脂）３０重量部、水４０重量部から
なる水溶液を含浸し１００℃で２分乾燥し固形分付着量２０．５ｇ／ｍ２の雄面ファスナ
ー材を得た。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向１０％横方向１０％バイアス方向２
０％であった。
【００２７】
＜比較例２＞
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのナ
イロンを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素子を
有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度　３９本／ｃｍ２）し、フラ
ンＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）２０部と水８０部の水溶液を作
成し含浸後１００℃で２分乾燥し固形分付着量１８．８ｇ／ｍ２の雄面ファスナー材を得
た。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向４５％横方向４３％バイアス方向５２％であ
った。
【００２８】
＜比較例３＞
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのナ
イロンを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素子を
有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度　５６本／ｃｍ２）し、フラ
ンＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）２０部と水８０部の水溶液を作
成し含浸後９０℃で２分乾燥し固形分付着量１３．５ｇ／ｍ２の雄面ファスナー材を得た
。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向６０％横方向６０％バイアス方向８０％であっ
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た。
【００２９】
＜比較例４＞
　基布を構成する糸として、縱２８０ｄｔｅｘ／４８ｆ、横２８０ｄｔｅｘ／４８ｆのナ
イロンを使用した織編物基布に２８０ｄｔｅｘ／１ｆのポリプロピレンによる係合素子を
有する雄面ファスナー基材を作成（モノフィラメントの密度　７７本／ｃｍ２　５００本
／ｃｍ２）し、フランＴ－１４２（大和化学工業（株）社製、固形分４５％）２０部と水
８０部の水溶液を作成し含浸後９０℃で２分乾燥し固形分付着量１３．５ｇ／ｍ２の雄面
ファスナー材を得た。この雄面ファスナー材の伸び率は縦方向１０％横方向１０％バイア
ス方向１５％であった。
【００３０】
　実施例及び比較例についての伸び率、難燃性評価１、難燃性評価２の測定評価は、下記
の方法で行った。
【００３１】
　（伸び率）
　ＪＩＳ　Ｌ１０９６（２０１０年版）８．１４．１　Ａ法（ストリップ法）の編物の試
験片により縦横方向の伸び率の測定を行った。縦方向から４５度傾いた方向でサンプルカ
ットを行ってバイアス方向のサンプルとし、縦横と同一の方法で伸び率の測定を行った。
【００３２】
　（難燃性能評価１）
　鉄道に関する技術上の基準を定める省令（第８３条第３項）によりファスナー用基布が
下面となるように雄面ファスナー材を設置して難燃性の評価行った。その結果を下記基準
で評価した。
○・・この省令による評価として難燃性と評価されるレベル。
×・・この省令による難燃性の規格を満足しないもの。
【００３３】
　（難燃性評価２）
　ＦＭＶＳＳ＃３０２の規格における試験を行った。炎に接する面はファスナー用基布面
。
○・・難燃性を満足し表線３８ｍｍに達するまでに消火するもの。
×・・標線３８ｍｍ以上燃焼するもの。
【００３４】
　実施例及び比較例についての評価結果を表１に示した。
【００３５】
【表１】

【００３６】
　表１からわかるように、本発明の実施例２－３においては、難燃剤を単独で使用してい
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るため、鉄道に関する技術上の基準を定める省令（第８３条第３項）における難燃性の試
験での難燃性及び、ＦＭＶＳＳ＃３０２の規格における試験において難燃性を満足し表線
３８ｍｍに達するまでに消火するレベルの評価結果となった。また、被係合体として曲面
形状を有するフェルトを使用して係合させてもシワや剥がれが発生せずフィットして係合
が可能であった。さらに雄面ファスナー材の基布面部分に表皮材として伸縮性のあるポリ
エステル織編物をエチレン―酢酸ビニル共重合体系接着剤を使用して接着し、フェルトを
被係合体として係合素子部分を係合させても被係合体の曲面部分にも追随してズレや剥が
れもなく係合していた。
【００３７】
　一方、難燃剤に樹脂を添加した比較例１では、難燃剤に樹脂を併用して使用したことに
より雄面ファスナー材の伸びが阻害され、伸び率が縦１０％横１０％バイアス２０％と小
さくなると共に、十分な難燃性の評価結果を得ることができず不十分であった。さらに、
伸び率が小さいため、基布への表皮材の接着の有無にかかわらず曲面形状を有する被係合
体に対して係合しようとするとシワが発生して外観不良が発生した。
【００３８】
　比較例２では、係合素子のモノフィラメント密度が低いため、縦横バイアス方向の伸び
率自体は実施例３と同等で難燃性もあるものの、基布への表皮材の接着の有無にかかわら
ず曲面形状を有する被係合体に対して係合して放置しておくと、係合素子の密度が低いた
め、雄面ファスナー材と被係合体との間で剥がれが生じ、界面に浮きが発生して実際の使
用に対しては不十分であった。
【００３９】
　比較例３では雄面ファスナー材の伸び率が大きく、難燃性は優れるものの、基布への表
皮材の接着の有無にかかわらず曲面形状を有する被係合体に対して係合すると、伸びるた
め、曲面部分、特に凹凸のある端部でシワが発生しやすく、シワ発生のない係合作業を行
うのが難しかった。
【００４０】
　比較例４では、難燃性には優れるものの、係合素子の密度が高いため風合が固く、伸び
率も小さいため、基布への表皮材の接着の有無にかかわらず曲面形状を有する被係合体に
対して係合しようとすると、シワが発生して外観不良となった。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明よる雄面ファスナー材は、難燃性を保持するとともに係合する相手材に対して優
れた追随性を保持するため、曲面が多く存在する鉄道車両やバスの座席、船舶の座席、自
動車の座席や自動車の内装材の係合等に、簡単に脱着可能かつ優れた強度を保持するもの
として広く使用することができる。さらに、産業用途として使用される包装梱包材料など
、特に再利用が必要とされる分野において難燃性を保持し用途に合わせた被係合体に対し
て対応可能な雄面ファスナー材として利用できる。



(8) JP 6464472 B2 2019.2.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０４－１１５４０５（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０４－０７５６０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－０２３８１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１５５６１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－３３６７１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０５６５４０６７（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４４Ｂ　　１８／００　　　　
              Ａ４４Ｂ　　１９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

